
令 和２年 ９月

６５号

昨年の台風15・19号は各地に大雨による河川氾濫・土砂災害・長期停電をもた

らしました。今年もまた台風シーズンです。石神台には『土砂災害警戒区域』が

あります。ハザードマップで自宅周辺に起きそうな災害を想定し〝いざ！″とい

う時に備えましょう。

そして、大事なこ

とは『避難』です。

地震では警戒のしよ

うがありませんが、

台風、水害、土砂災

害等は気象情報、災

害情報に注意し、石

神台地域に「警戒レ

ベル３」(避難準備・

高齢者等は早めの避

難開始）、「警戒レ

ベル４」（避難勧告・

避難指示）が発令さ

れた時には、素早く『避難』を開始しましょう。その避難先はハザードマップにあるように石神台地域

の「指定避難所」は「国府小学校(体育館)」です。

『石神台公民館』も「避難所」となっていますが、公民館は『一時避難場所』（身近な施設でとりあ

えずの安全を確保し、状況を確認できる場所）と思ってください。なお、今年はコロナウイルス対策も

頭に入れておきましょう。（昨年の台風15・19号では10名近くが国府小学校に避難されました。）

大雨になると1丁目の町道は畑地から土砂水が越水し、

雨上りには土砂堆積を繰り返しています。

町建設課に越水対策をお願いしていたところ、8月19日、

畦畔地に土嚢積みが行われました。その後まだ大雨はあ

りませんがこの土嚢積みによって雨

水は3年前に完成した旧町道沿いのＵ

形排水溝に誘導され、道路への土砂

流出は防止されるものと思います。

そもそも土砂流出は太陽光発電パネル設置目的で山斜面の樹木を伐採したこと

に端を発しており、事業者が雨水排水溝の設置を怠っていることにあります。畑

の所有者からは山斜面に沿って土嚢を積んで排水路を作って欲しいという話もあ

りますが、今後の大雨時にさらに状況を観察する必要があります。


